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　本書の 5つの特徴

　　 すべての演習問題を、センター試験の過去問から選んでいる。

　過去問を解くことは、センター試験対策として最も効率的な学習法と言え
ます。その主な理由は、次の 2 つです。

　1．同じ学習項目に関する問いが、過去に繰り返し出題されている。
　2．センター試験の出題者には「過去問の再利用」が認められている。

　本書は過去のセンター試験の文法問題をほぼ網羅しているので、繰り返し
出題されたポイントを重点的に学習できます。また、古い年度の問題も収録し
たのは、類似問題がセンター試験に再び出題される可能性があるからです。
※ 出典は問題の末尾に示しています。たとえば「（99 本）」は「1999年度本試験」、「（05 追）」は
「2005年度追試験」の意味です。

　　 「センター試験に出る可能性の高い項目」だけに絞っている。

　本書は、「過去に出題されたことのある学習項目＝今後出題される可能性が
高い学習項目」という立場を取っています。ここで、「過去に出題されたこと
のない項目が、今後出題されるかもしれない」という疑問が当然起こるでしょ
う。しかし、その点は問題ありません。過去のセンター試験では、頻度の差は
ありますが、各分野の重要なポイントがむらなく出題されており、過去問を解
くだけで文法の全範囲をチェックすることが十分に可能です。その一方で、日
常的なコミュニケーションにあまり使われない知識は、センター試験では出題
されません。例を挙げてみましょう。

・It being Sunday, all the shops were closed.
　（日曜日だったので、店は閉まっていた）

　これは、文法参考書などによく出てくる「独立分詞構文」の例です。しかし、

このような形がセンター試験の第 2 問（文法・作文・会話問題）で出題され
たことは過去に一度もなく、今後出題される可能性もほぼないと思われます
（独立分詞構文は日常的に使う表現ではないから）。試験に出ないことを学習
するのは、時間の無駄です。過去問演習に焦点を絞った学習は、結果的に「無
駄を省いた効率的なセンター試験対策学習」となるのです。

　　 学習項目が体系的に整理されている。

　本書は 17の学習分野から成り、各分野がさらに小さな 128の STEPに分か
れています。これによって、センター試験に出題される可能性のあるすべて
の文法分野をカバーしています。また、文法・読解の演習問題の解説には、各 
STEPの参照番号を付しています。これを利用して、それぞれの問題のポイン
トを理解しながら、関連する知識を繰り返し学習することができます。
※巻末の「総合演習」には、128の STEP 以外の知識も含みます。

　　 「文法の知識を応用して英文を読む練習」ができる。

　読解問題のウエイトが大きいのが、センター試験の大きな特徴です。そこ
で、センター試験対策では、学んだ文法知識を活用して英文を読む練習が重
要になります。本書では、文型・不定詞・関係詞・接続詞など、英文を読むう
えで重要な分野について、「読解演習」の問題を用意しています。素材は、過
去のセンター試験の長文読解問題などから、数行程度の一節を抜き出したも
のです。記号などを使って文の構造をわかりやすく示してあるので、構文を
理解しながら正確に意味をとらえる練習を行ってください。
※文章の一部を抜き出した関係で、若干リライトしている場合があります。

　　 問題のすぐ下に正解が書いてある。

　本書では、赤シートで正解を隠して問題を解くスタイルで学習を行います。
復習する際には、シートを外せば簡単に正解を確認できます。集中して学習す
れば、1 週間～10日程度で読み通すことも十分に可能です。入試直前の最終チ
ェックにも大いに活用してください。
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基本問題 その分野の重要ポイントを 1 つずつ取り上げます。

文法演習
 過去のセンター試験（第 2 問）から抜粋した、その分野の

 関連問題を解いていきます。

 過去のセンター試験の読解素材から抜粋した、数行程度の
読解演習 文章を読んでいきます。素材文には、その分野の重要ポイ
 ントが含まれています。

　記号の使用例

　本書では、文構造を理解するためのヒントを赤い記号で示しています。

S The book he lent me (two weeks ago) V was C very interesting.
（彼が 2週間前に私に貸してくれた本は、とてもおもしろかった）

The doctor told him [that (if he didn’t stop smoking) S' he
V' would become sick].
（医者は彼に、たばこをやめなければ病気になりますよと言った）

① 赤のマーカーは、後ろから名詞を修飾する語句です。その語句によって修
飾される名詞には、赤い下線を引いています。
② (  　 )は副詞の働きをする語句、［  　 ］は名詞の働きをする語句です。
　 ※(   )の語句を省いて考えると、文全体の構造がわかりやすくなります。
③ 文の要素（SVOC など）を小さな文字で入れています。
　・S′・V′ などは、従属節や修飾語句中の要素であることを示します。
　・「関」は関係詞、「接」は接続詞、「疑」は疑問詞です。

①～③の記号は必要に応じて入れており、文構造に関するすべての要素が記
号化されているわけではありません。また、次のようなアイコンも使用して
います。

・ 　　 は、過去のセンター試験の出題傾向などの説明です。
・問題の冒頭には、 基本 、やや難 などのレベル分けや、注意（ミスをしや
すいもの）、よく出る（出題の可能性が高い）の記号をつけています。

　本書の構成

本書は 17の章から成り、各章では次の 3つの学習を行います。

         ※「読解演習」は、読解で特に重要な分野にのみ入っています。
         ※ 巻末には、項目をランダムに配列した「総合演習」が入っています。

　学習の進め方

最初に「基本問題」を解いてください。赤シートをのせると正解
が隠れます。解き終わったらシートを外し、正解と解説を確認し
ます。
※ 解説中の特に重要な点や暗記事項は、背景を赤色にして強調してあります。

基本事項が頭に入ったら、「文法演習」「読解演習」に進みます。
赤シートで 正解 ・ 全訳 ・ 　　　の赤い文字を隠し、問題を解い
てください。読解演習の場合は、頭の中で考えるだけでなく、ノ
ートに訳文を書いてもかまいません。

単語の意味がわからないときは、 　　を参考にしてください。
※ 実際に試験を受けているつもりで、できるだけ 　　を見ないで解きましょう。

赤シートを外し、正解・訳文を確認してください。英文中の赤字
の構文記号も参考にしてください。

間違えた問題については、 　　　を参照してください。関連する
項目の詳しい説明については、  STEP で該当箇所を示しています。
※ 章により分量に違いがありますが、1 日に 10 ページ程度のペースで学習を進め
れば、1カ月以内に消化できます。

②①

① ②

③

1

2

3

4

5

　読解学習のポイント

　センター試験の英語（筆記）の問題を、多くの私立大学の英語入試問題と
比較すると、おおむね次のことが言えます。
　A. センター試験のほうが、「読解問題」の占めるウエイトが高い。
　B. センター試験のほうが、試験時間あたりの問題量が多い。
　Aについて言うと、センター試験ではさまざまな形式を使って幅広い英語
力を測ろうとしているように見えます。しかし実質的には、討論形式の問い（第
3問）であれ絵の内容を説明する問い（第5問）であれ、「英文を読む力」が問わ
れていると言えます。したがって、読解力をつけることがセンター試験対策
として最も重要なのは間違いありません。
　では、入試における「読解力」を構成する要素とは何でしょうか？ それは、
大きく言えば次の4つです。

① 文法力　   ② 語彙力　  ③ 国語力  　 ④ 速読力

　本書は、①にウエイトを置いた本です。本書で行う読解の練習は、「文法の
知識を読解に応用する力」を養うことをねらいとしています。
　Bの「センター試験は問題量が多い」という点については、「速読」の重要
性がしばしば強調されます。しかし、「ゆっくり読んでも理解できない文章を、
速く読めば理解できる」ということは絶対にありません。したがって「最初
はゆっくり読んで正確に意味をつかむ練習（精読）を行い、だんだん読むス
ピードを上げていく」のが正しい学習法と言えます。
　では、「精読」にはどんな素材を使えばよいのでしょうか？　一般に、一つ
ひとつの文が長いほど読みづらいと言えます。たとえば高校入試でも長文問
題は出題されますが、高校生ならすらすら読めるはずです。それは、単語が
やさしいだけでなく、個々の文が短い、言い換えれば「文の構造が単純である」
からです。逆に言えば、「複雑な文構造を持つ文は、読むのに時間がかかる」
ことになります。実際のセンター試験から例を挙げてみましょう。

 センター試験対策のポイント センター試験対策のポイント

　文法学習のポイント

　センター対策の文法学習のポイントは、「センター試験に出題されやすい分
野・項目を重点的に学習する」、言い換えれば「出題される可能性が低い項目
は学習しなくてよい」ということです。
　過去のセンター試験第2問の空所補充や整序作文の問題を見ると、文法の頻
出分野には明らかな「偏り」が見られます。最も出題頻度が高いのは、次のよ
うな〈述語動詞の形の識別〉に関する問いです。

The number of foreign workers (      ) in this area since 2005.
① is increased ② has increased
③ increases ④ is increasing

    正解は②（「2005年以来、この地区では外国人労働者が増えてきている」）。現在完了形がポイント。

　この種の問題の関連分野は、時制・助動詞・仮定法・受動態です。また、接続詞・
関係詞・不定詞・分詞・動名詞なども第2問の頻出分野です。一方、たとえば
次のような問いは本書では取り上げていません。理由は、過去に出題例がない
からです。

I was made (      ) until late at night by them.
① work　② working　③ to work　④ worked

    正解は③（「私は彼らによって夜遅くまで働かされた」）。They made me work ...を受動態にすると、原形不定
詞（work）にtoがつくのがポイント。

　「将来出題される可能性はないの？」と思うかもしれませんが、その可能性
もまずゼロです（この文自体、普通の英語ではありません）。そのあたりの判
断は筆者の主観によりますが、「本書で取り上げていない学習項目は、センタ
ー試験対策では不要」と割り切って学習してください。

If your ultimate goals are to understand a foreign language 
clearly and to speak or write the language using a variety of 
words, I strongly recommend that you obtain a monolingual 
dictionary once you have command of a basic vocabulary.

　この文は、2009年度センター本試験（筆記）の第6問から引用したもので
す（解説はp.261を参照）。読解力をつけるためには、「速読」の前の学習段階
として、この程度の複雑さを持つ文の意味を正確に理解する訓練が不可欠で
す。本書では、このような複雑な文を理解するための基礎知識として、文型・
接続詞・関係詞・不定詞など、読解に重要なポイントを含む文を精読する練
習を積み重ねていきます。
　筆者自身が高校生だったころの経験から言うと、「英語の文章を読む」とい
う作業は、単語や文法の学習に比べてモチベーションが上がりにくい面があ
ります。それには「どこから手をつけたらよいのかわからない」「1つの素材
を消化するのに時間がかかりすぎて、取り組む気が起きない」などの理由が
あります。本書を使えば、1つの素材を数分～10分間程度で学習することは
十分可能なはずです。そうした少しずつの積み重ねが、読解の基礎力をつけ
るためには大切です。英語の文を読むことを敬遠していては、読解力は決し
て身につきません。長い文章を読む必要はありません。本書を通じて、毎日
少しずつでも英語を読む練習を行ってください。
　筆者の考えでは、英語の読解力を養うためのオーソドックスな学習方法と
は、1語 1語の意味や働きを考えながら「ていねいに読む」ことです。最初は
時間がかかってもかまいません。一つひとつの文章を、「完全に理解できた」
と思えるまでじっくり読んでください。また、一定の期間を置いて復習する
ことも大切です。2度目に読んだとき文章の意味がすらすら理解できるように
なっていれば、読解力は確実に向上していると言えます。
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時間を表す動詞の形を〈時制〉と言う。過去のデータを見ると、センター試験の文
法（穴埋め）問題では、〈述語動詞の形の判別〉に関する問いの出題例が最も多い。
中でも、〈時制〉は最重要のジャンルと言える。なお、時制のうちでも特に出題例が
多いのは、〈完了形〉である。受動態などと組み合わせて複雑な形になったものにも
注意しよう。

基 本 問 題

STEP 1　時・条件を表す節中の現在形

（　　）内から正しいほうを選びなさい。
If it (rains / will rain) tomorrow, I will stay home.
（もし明日雨が降れば、私は家にいるつもりです）

〈時〉や〈条件〉を表す接続詞の後ろでは、will は使えない。未来の内容も現
在形で表す。

穴埋め問題で「現在形」が正解となるのは、ほぼこのケースに限られる。

ただし、これらのうち when と if については、後ろに will がくることがある。

・I don’t know when she will be back.
（彼女がいつ戻るか私は知りません）

・I’ll ask her if she will come to the party.
（パーティに来るかどうか彼女に聞いてみます）

なお、現在形は次のような意味でも使う。

・My sister goes to college.
（姉は大学に通っている）　〈現在の習慣〉

・He leaves for Paris today.
（彼は今日パリへ発つ）　〈確定した未来〉

STEP 2　時・条件を表す節中の現在完了形

（　　）内から正しいほうを選びなさい。
Please lend me the book when you (have finished / will have finished) 
reading it.
（あなたがその本を読み終えてしまったら、私に貸してください）

when「〜するとき」の後ろでは will は使えないので、未来完了形〈will ＋
have ＋過去分詞〉の代わりに現在完了形〈have ＋過去分詞〉を使う。 STEP 9

STEP 3　近い未来の予定を表す現在進行形

（　　）内から正しいほうを選びなさい。
The train (has arrived / is arriving) in a few minutes.
（列車はあと数分で到着します）

現在進行形が近い未来の予定（「〜することになっている」）を表す例。go・
come・start・leave・arrive などの動詞がしばしばこの形で用いられる。

STEP 4　過去進行形

［　　］内の動詞を適切な形に変えて（　　）内に入れなさい。
When he called me, I (was taking) a bath. [take]
（彼が電話をくれたとき、私は入浴していた）

過去のある時点（この場合は「彼が電話をくれた」時点）で進行中の動作は、
過去進行形〈was [were] ＋過去分詞〉で表す。

時制
第1章

□□□

時を表す接続詞

when（～するとき）	 as soon as（～するとすぐに）
after（～した後で）	 before（～する前に）
till / until（～するまで）	 by the time（～するまでに）
the next time（今度～するとき）	 	 など

条件を表す接続詞

if（もし～なら）	 unless（もし～でなければ）
in case（～するといけないので）	 	 など

＋現在形 ＋will ～

when ～するとき いつ～するか
if もし～なら ～かどうか

□□□

□□□

□□□
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STEP 5　未来進行形

［　　］内の動詞を適切な形に変えて（　　）内に入れなさい。
I will (be working) at eight this evening. [work]
（今晩 8時には私は仕事をしているだろう）

未来のある時点で進行中の動作は、〈will ＋ be ＋〜 ing〉で表す。現在進行形
と同様に、近い未来の予定を表すこともある。

・This train will be stopping at Nagoya Station.
（この列車は名古屋駅に停車します）

STEP 6　進行形にできない動詞

（　　）内から正しいほうを選びなさい。
Keiko (belongs / is belonging) to the tennis club.
（ケイコはテニス部に所属している）

次のような〈状態〉を表す動詞（「〜しつつある」という言い方ができない動
詞）は、進行形にできない。

STEP 7　現在完了形・現在完了進行形

（　　）内から正しいほうを選びなさい。
He (is working / has been working) in this office for ten years.
（彼はこの職場で 10年間ずっと働いている）

過去から現在まで引き続く動作（「ずっと〜し続けている」）は、現在完了進
行形〈have [has] been ＋過去分詞〉で表す。for（〜の間）や since（〜以来）
とともに使うことが多い。 STEP 91

なお、現在完了形〈have [has] ＋過去分詞〉は次のように使う。

・I have already finished my work.
（私はもう仕事を終えてしまった）〈現在は完了している動作〉

・I have lived in this town for five years.
（私はこの町に 5年間（ずっと）住んでいる）〈現在まで継続した状態〉

《参考》�live は状態を表す動詞だから進行形にしない（ STEP 6 ）。したがって、I have been 
living ... とは言わない。

・I have never visited Okinawa.
（私は沖縄を訪れたことが一度もない）〈現在までの経験〉

「〜へ行ったことがある」は、have [has] been to ～ で表す。

・Have you ever been to Okinawa?
（沖縄へ行ったことがありますか）

STEP 8　過去完了形・過去完了進行形

［　　］内の語句を適切な形に変えて（　　）内に入れなさい。
When I arrived, the train (had already left). [already leave]
（私が到着したとき、列車はもう出てしまっていた）

過去のある時点までに完了（経験・継続）していた動作などは、過去完了形
〈had ＋過去分詞〉で表す。

・I didn’t remember his name, though I had seen him before.
（以前会ったことがあったが、私は彼の名前を覚えていなかった）

過去のある時点まで（それ以前から）継続していた動作は、過去完了進行形
〈had been ＋過去分詞〉で表す。

・I had been waiting for her for an hour when she appeared.
（彼女が現れたとき、私は 1時間待ち続けたところだった）

STEP 9　未来完了形

（　　）内から正しいほうを選びなさい。
He (has finished / will have finished) the job by tomorrow.
（彼は明日までにその仕事を終えてしまっているだろう）

未来のある時点までに完了していることがらは、未来完了形〈will have ＋過
去分詞〉で表す。

現在完了形と同様に、〈継続〉や〈経験〉の意味でも使う。

・I’ll have lived in this town for ten years by next month.
（私は来月でこの町に 10年住んだことになる）

see（見える）	 hear（聞こえる）
taste（～の味がする）	 know（知っている）
own（所有している）	 resemble（似ている）
consist of ～（～から成る）	 belong to ～（～に所属している）

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

▼
現在

▼
過去

（彼女が現れた時点）

▼
現在

▼
未来

（明日）
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